
 

ワーク・ライフ・バランス取組事例 

 

（会社のプロフィール） 

 ・会社名 一般財団法人 食品分析開発センターSUNATEC   

 ・住所  四日市市赤堀新町９番５号 ・電話 ０５９－３５４―２３９１ 

 ・業種  専門サービス業 

 ・従業員数 １２４名（男性３５名、女性８９名）平成２９年３月現在 

 ・ホームページアドレス http://www.mac.or.jp/ 

 

 

【取組内容】 

○ライフステージに応じた雇用形態が選択できる職群転換制度 

・当財団は、女性が全職員数の 75％を占め、また 80％以上の職員が検査部門

に所属しています。当財団の財産は技術の蓄積であり、子育て、介護等の外

的環境の変化において、蓄積した技術をなくすことなく、働き方を変えるこ

とで退職しなくても働き続けられる制度を設けています。 

  

 ○働きやすい環境づくりための工夫 

・｢ストック休暇｣ 

２年を経過し取得できなかった有給休暇を積み立て、必要に応じて療養や育児、

介護、ボランティア活動などのために取得できるようにしています。 

・「リフレッシュ休暇」 

心身をリフレッシュし勤労意欲を高め、やる気を持続させるために 3日～5日

の連続休暇を取得する制度を設けました。連続休暇を取得するためには、業務

の多能工化と効率化が欠かせません。職員同士がフォローをし合い「取得者に

協力しよう」という意識が高まっています。 

・「在宅勤務制度」 

場所と時間にとらわれない働き方を認めることで、お子さんの急な病気での休

みや、出産前まで勤務ができるなど業務の幅が広がり、時間制限のある職員で

もストレスなく働ける環境作りをしています。 

・「企業内託児所」 

お子様を育てながら職員が安心して働けることができるように 2015年 1月に

開所致しました。現在 10名の子ども達が元気に通っています。 

 

 （ワーク・ライフ・バランスに取り組もうとしている企業へのメッセージ） 

 「働き続けられる制度」などが魅力となり、「働きやすい職場」として勤労意

欲が高まります。各種表彰にもつながり、新卒採用時の応募も多数来ま

す！！未来のためにぜひ取り組みを始めてください。 


